
1

2

3

4

質　　問　　回　　答　　書

令和７年度下水道ストックマネジメント実施設計委託（第１期－５）

　　　質問事項 　　　回　　答

件　名

　　上記案件に対する質問について，次のとおり回答します。

マンホール蓋換え設計（２００箇所）の場所、位置図等で教えて頂けないでしょう
か？

・主に緑ケ丘，東つつじケ丘，西つつじケ丘に位置するマンホールを対象としておりま
す。
　詳細は別紙を確認願います。

試験工・調査等の３３測点は具体的にどこを想定しておりますか？位置図等で教えて
頂けないでしょうか？

・K169_176：スパン上流端，下流端の２箇所
・K169_175：スパン上流端，中央，下流端の３箇所
・K199_24：スパン中央の１箇所
・K209_4：スパン上流端，下流端の２箇所
・K230_6：スパン中央の１箇所
・K240_97：スパン上流端，下流端の２箇所
合計１１箇所において,右側壁，左側壁，頂版の３測点を実施することを想定してお
り，１１箇所×３測点＝３３測点となります。

ボックルｶﾙﾊﾞｰﾄの設計について、二次製品を使うのはわかりますが、コアの場所につ
いて、どこの場所を想定しているのか？教えて頂けないでしょうか？

Ｎｏ.２の回答を参照願います。

設計書の業務別内訳書第4号につきまして、使用している歩掛をご教授いただけますで
しょうか。また、本ページの積算方法は、特定の歩掛に200箇所あたりの補正を適用し
た上で1箇所あたりの単価を算出し、数量欄に記載されている111.75箇所分を乗算して
いるという考え方でよろしいでしょうか。

マンホール蓋の交換設計については，標準歩掛を準用しております。
また，マンホール蓋の交換設計については，同図書に記載のある箇所数補正率を適用し
ております。歩掛は50箇所あたりとしており，箇所数補正率（Y=0.132*X^0.534）は
2.235となっております。
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